
  

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

「アイ･エー 経営者通信 」送付のご案内           
⽴冬の候、貴社ますますご盛栄のこととお慶び申し上げます。平素は格別のお引⽴て

を賜り厚くお礼申し上げます。今月も「アイ・エー経営者通信」をお届けします。 

コンビニでの違和感 

先⽇、⽴寄ったコンビニでトイレをお借りしようとしたら、⼊⼝をふさぐようにチェ
ーンが掛けてありました。え︖と思いながら、近くにいた店員に尋ねたら「どうぞお
使いください」と快くお応え頂きました。きっと迷惑な使い方で嫌な思いをさせられ
たのだろうと理解はできるものの、物々しいチェーンには違和感を覚えざるを得ませ
んでした。逆に「ご自由にお使いください」とか「いつもきれいにお使いくださりあ
りがとうございます」といったポップを貼っている店舗も多く⾒受けられます。どち
らの好感度が高いかと言えばもちろん後者であり、実際にキレイに維持されているト
イレは、顧客がリピートする理由の⼀つになることは周知の事実です。 

ナッジ理論 
男性でしたら「的」のある⼩便器に出会ったことがあるのではないでしょうか︖その
場合、無意識に狙いませんか︖誰も強制されず、嫌な思いもせず、自然とトイレがキ
レイに保たれる可能性が高まり、結果的に管理者も利⽤者も気持ちよく過ごせる…。
このような「相⼿に選択の自由を残しつつ、より良い選択を気分よく選べるように促
すこと」をナッジ理論と言います。ナッジとは「注意をひくために肘で軽く突く」と
いう意味だそうです。多数に合わせる、他と異なる状況に後ろめたさを感じるといっ
た⼈間の意思決定の癖を利⽤して、強制することなく比較的費⽤も掛からず、⽇常生
活や教育、医療、ビジネスにも応⽤できるものとして近年注目されています。例え
ば、⼯具箱に「整理整頓」と書くのではなく、⼯具の形のケースにすることや、混雑
する場所に自然と並びやすい目印を付けたり、⽇常の様々な所に⾒受けられます。 

ナチュラル・ポジティブ 
ある総合病院では、超過勤務になりやすい看護師のユニフォームを⽇勤と夜勤で色を
変えたそうです。色の異なる⼈がいると違和感が生じ、医師も頼みごとをする相⼿を
選ぶようになり、大幅な残業削減につながったそうです。ある企業では全員受けさせ
たい研修は「欠席を申込」、意欲のある者だけに受けさせたい場合は「出席を申込」
としたそうです。禁止事項を伝えるよりも、してほしいことをポジティブに伝える方
法としてモチベーションや雰囲気の向上に役⽴ちます。ちょっとしたコミュニケーシ
ョンの⼯夫としてご参考まで。では今月もよろしくお願い申し上げます。 

 

 

～トピックス～ 

9/23の台風に伴う災害で、被災され

た方にはあらためてお見舞い申し上

げますとともに、少しでも早い復興を

お祈り申し上げます。 

あれから一ヶ月が経ちました。車の

冠水、全損評価、予定外の車の購

入となって、多くのお客様が困惑さ

れました。新車は納期が延びてい

て、中古車は価格が高騰している昨

今、次の車を購入するにも大変なご

苦労があったと伺いました。代車の

手配では、借りたくてもどこにも代車

がない状況に絶望するお客様、夜

遅くに手配できたと伝えた時のお客

様の声、忘れられない貴重な経験で

す。適正な保険金額の設定や、レン

タカーなどの特約を適切に付けるこ

との重要性を強く感じました。 

有り得ないことが、いろいろあった今

年も、残すところあと２か月。他人事

と思っていたことが実際に身近に起

こり、備えの必要性を再認識するこ

とが多い年でした。 

新型コロナの発生からは３年経とう

としています。第８波の襲来も想定さ

れる中ですが、未知の病ではなくな

り、ｗｉｔｈコロナも定着して旅行や飲

食は活気を取り戻しつつあります。

今年こそは、また以前のように賑や

かな年末年始を迎えられることを期

待しています。（浅井） 

料金別納郵便 
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経
営
者
通
信

   

―
あ
な
た
か
ら
の
情
報
と
し
て
経
営
者
に
―

ワン
ポイント

3日・文化の日　23日・勤労感謝の日

日 月 火 水 木 金 土

（霜月）NOVEMBER

11 2022（令和4年）

◆  11月の税務と労務 11月

滞納処分免脱罪　税金を滞納した場合、財産の差押えなどの滞納処分が行われることが
あります。その際、財産を隠蔽するなど滞納処分の執行を免れようとする悪質な事案等
について適用される罰則が滞納処分免脱罪で、3年以下の懲役または 250 万円以下の罰
金が科されます。令和 3年度は 4件（7人（社））が同罪で告発されています。

国　税／ 10月分源泉所得税の納付 11月10日
国　税／ 所得税予定納税額の減額承認申請 

 11月15日
国　税／ 所得税予定納税額第2期分の納付

 11月30日
国　税／ 9月決算法人の確定申告（法人税・消費税等）

 11月30日
国　税／ 12月、3月、6月決算法人の消費税等の

中間申告（年3回の場合） 11月30日
国　税／ 3月決算法人の中間申告 11月30日
国　税／ 個人事業者の消費税等の中間申告

（年3回の場合） 11月30日
地方税／ 個人事業税第2期分の納付 

 都道府県の条例で定める日
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※税を考える週間　11月11日～11月17日



11 月号─2

　
は
じ
め
に
問
題
で
す
！

　「
居
酒
屋
X
」
の
店
長
Y
は
集
客

に
悩
ん
で
お
り
、
競
合
他
店
と
比
較

し
た
と
こ
ろ
自
店
は
お
得
な
サ
ー
ビ

ス
を
実
施
し
て
い
な
い
こ
と
に
気
づ

き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、２
種
類
の
サ
ー

ビ
ス
を
考
え
ま
し
た
。

　
次
の
う
ち
原
価
計
算
上
、
ど
ち
ら

が
有
利
な
サ
ー
ビ
ス
で
し
ょ
う
。

①
　「
次
回
５
０
０
円
引
き
券
」
を

配
る

②
　「
生
ビ
ー
ル
（
定
価
５
０
０
円
）

サ
ー
ビ
ス
券
」を
配
る

　
正
解
は
②
で
す
。

　
お
客
様
に
と
っ
て
は
両
方
と
も

５
０
０
円
得
し
た
と
感
じ
る
は
ず
で

す
。

　
店
側
に
と
っ
て
は
、
①
の
場
合
は

会
計
伝
票
の
合
計
金
額
か
ら
５
０
０

円
値
引
き
（
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
）
す

る
の
で
、
売
上
値
引
き
損
失
が

５
０
０
円
と
な
り
、
入
金
額（
キ
ャ
ッ

シ
ュ
フ
ロ
ー
）
は
５
０
０
円
減
り
ま

す
。

　
②
の
場
合
、
生
ビ
ー
ル
の
原
価
率

が
10
％
だ
と
す
る
と
店
の
損
失
は
そ

の
原
価
で
あ
る
50
円
で
済
む
わ
け
で

す
。
こ
れ
は
現
物
添
付
と
い
う
考
え

方
で
、
例
え
ば
10
個
買
っ
て
定
価
の

１
割
引
す
る
よ
り
１
個
サ
ー
ビ
ス
し

た
方
が
店
に
と
っ
て
は
損
失
が
少
な

く
済
み
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
お
得
な
サ
ー
ビ
ス

の
仕
組
み
は
「
客
は
売
価
で
考
え
、

店
は
原
価
で
考
え
る
」
立
場
の
違
い

に
あ
り
ま
す
。「
売
れ
な
い
時
代
」

に
は
い
か
に
他
店
に
浮
気
さ
れ
ず
一

人
で
も
多
く
来
店
し
て
も
ら
い
稼
働

率
を
上
げ
５
０
０
円
の
現
金
が
レ
ジ

に
入
る
か
が
最
大
の
テ
ー
マ
で
す
。

　
つ
ま
り
、損
益
よ
り
も
キ
ャ
ッ
シ
ュ

フ
ロ
ー
で
考
え
る
こ
と
が
重
要
な
の

で
す
。

　
顧
客
を
囲
い
込
む
た
め
の
戦
略
を

行
い
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
を
獲
得
す

る
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
経
営
」
と
は

何
か
詳
し
く
み
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

１
　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
経
営
と
は

　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
経
営
と
は
、

損
益
計
算
書
に
示
さ
れ
る
会
計
上
の

利
益
だ
け
を
考
慮
す
る
の
で
は
な
く
、

企
業
の
お
金
の
流
れ
（
キ
ャ
ッ
シ
ュ

フ
ロ
ー
）
を
重
視
し
た
経
営
手
法
で

す
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
を
管
理
す

る
た
め
に
は
企
業
活
動
で
生
じ
る

キ
ャ
ッ
シ
ュ
イ
ン
・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
ア
ウ

ト
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
り
キ
ャ
ッ

シ
ュ
フ
ロ
ー
計
算
書
が
有
効
で
す
。

「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
」
と
は
手
元
の
現
金
や

普
通
預
金
、
当
座
預
金
、
３
か
月
以

内
の
定
期
預
金
や
一
定
の
投
資
信
託

な
ど
換
金
性
の
高
い
資
産
も
含
ま
れ

「
現
金
及
び
現
金
同
等
物
」
と
定
義

さ
れ
て
お
り
「
フ
ロ
ー
」
は
お
金
の

流
れ
を
指
し
て
い
ま
す
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ

フ
ロ
ー
計
算
書
は
次
の
３
つ
の
活
動

に
区
分
し
て
表
示
し
ま
す
。

２
　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
の
３
つ
の

　
活
動
区
分

⑴
　
営
業
活
動
に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ

フ
ロ
ー

・
本
業
の
営
業
活
動
に
よ
る
キ
ャ
ッ

シ
ュ
を
示
す
。

・
プ
ラ
ス
で
あ
れ
ば
本
業
か
ら
キ

ャ
ッ
シ
ュ
が
生
み
出
せ
て
お
り
、

マ
イ
ナ
ス
で
あ
れ
ば
本
業
で
企
業

の
お
金
が
流
出
し
て
し
ま
っ
て
い

る
状
態
で
す
。
マ
イ
ナ
ス
で
あ
れ

ば
早
急
に
改
善
が
必
要
な
状
態
で

す
。

⑵
　
投
資
活
動
に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ

フ
ロ
ー

・
投
資
活
動
で
生
じ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ

の
増
減
を
示
す
。

・
プ
ラ
ス
で
あ
れ
ば
設
備
等
投
資
し

た
資
産
を
取
り
崩
し
て
い
る
可
能

性
が
あ
り
、
健
全
な
状
態
と
は
言

え
ま
せ
ん
。

　
た
だ
し
、
不
要
な
固
定
資
産
を
売

却
し
て
財
務
の
健
全
化
を
図
っ
て
い

る
最
中
で
あ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
原
因
に
つ
い
て
把
握
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

　
マ
イ
ナ
ス
で
あ
れ
ば
、
企
業
が
積

極
的
に
将
来
へ
向
け
た
投
資
を
し
て

い
る
も
の
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

⑶
　
財
務
活
動
に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ

フ
ロ
ー

・
資
金
調
達
や
返
済
な
ど
財
務
活
動

の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
の
増
減
を
示
す
。

・
プ
ラ
ス
で
あ
れ
ば
融
資
や
出
資
を

キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
経
営

の
す
す
め



3─11月号

受
け
て
資
金
調
達
を
し
て
い
る
状

態
で
、
マ
イ
ナ
ス
で
あ
れ
ば
借
入

金
の
返
済
や
株
式
の
配
当
な
ど
を

し
て
い
る
状
態
だ
と
判
断
で
き
ま

す
。

　
こ
れ
ら
３
つ
の
活
動
区
分
に
よ
り

期
中
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
増
減
額
を
示
し

期
末
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
残
高
が
示
さ
れ

て
い
る
も
の
が
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー

計
算
書
で
す
。
期
末
残
高
が
プ
ラ
ス

で
あ
れ
ば
企
業
に
必
要
な
投
資
や
資

金
を
本
業
の
収
入
で
賄
え
て
い
る
と

言
え
ま
す
。

３
　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
経
営
の

　
メ
リ
ッ
ト

⑴
　
安
定
し
た
企
業
経
営
が
で
き
る

　
日
頃
か
ら
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
を

把
握
し
て
お
く
と
一
時
的
に
不
足
し

そ
う
な
時
期
を
事
前
に
察
知
で
き
、

売
掛
債
権
の
入
金
を
早
め
て
も
ら
っ

た
り
借
入
の
準
備
を
す
る
な
ど
の
対

策
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
手
元
資
金

が
潤
沢
で
あ
る
と
仕
入
れ
先
へ
の
支

払
い
、
社
員
の
給
与
、
税
金
の
納
付

な
ど
企
業
活
動
に
必
要
な
支
出
の
安

定
が
図
れ
ま
す
。

⑵
　
経
営
の
自
由
度
が
高
ま
る

　
資
金
力
が
確
保
で
き
れ
ば
設
備
投

資
や
人
員
増
加
、
研
究
開
発
な
ど
の

計
画
が
立
て
や
す
く
な
り
経
営
の
選

択
肢
が
増
え
る
の
も
魅
力
で
す
。
資

金
の
シ
ョ
ー
ト
を
案
ず
る
あ
ま
り
設

備
投
資
を
控
え
す
ぎ
て
は
企
業
の
成

長
が
鈍
化
し
ま
す
。

⑶
　
対
外
的
信
用
力
が
高
め
ら
れ
る

　
金
融
機
関
に
融
資
を
申
し
込
む

際
、
日
頃
か
ら
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー

経
営
を
行
い
資
金
状
況
の
把
握
が
で

き
て
い
れ
ば
説
得
力
の
あ
る
資
金
繰

り
計
画
表
を
提
出
で
き
信
用
力
も
高

ま
り
ま
す
。

⑷
　
黒
字
倒
産
の
リ
ス
ク
を
低
減

　
黒
字
倒
産
と
は
損
益
計
算
書
上
は

利
益
が
出
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

キ
ャ
ッ
シ
ュ
が
回
ら
ず
倒
産
し
て
し

ま
う
こ
と
を
い
い
ま
す
。
資
金
シ
ョ
ー

ト
の
リ
ス
ク
も
軽
減
さ
れ
、
取
引
先

や
利
害
関
係
者
と
の
信
頼
確
保
に
も

寄
与
す
る
で
し
ょ
う
。

４
　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
を
改
善

　
す
る
た
め
の
対
策

　
企
業
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
を
改

善
す
る
た
め
に
検
討
す
べ
き
対
策
を

具
体
的
に
み
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

①

　自
社
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
を

把
握
：
資
金
繰
り
表
や
キ
ャ
ッ

シ
ュ
フ
ロ
ー
計
算
書
を
作
成
し

キ
ャ
ッ
シ
ュ
の
流
れ
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

②

　売
掛
金
の
回
収
の
早
期
化
：
売

上
か
ら
売
掛
債
権
の
回
収
時
期
が

長
い
と
回
収
で
き
な
く
な
る
リ
ス

ク
を
抱
え
ま
す
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ

ロ
ー
の
改
善
の
た
め
サ
イ
ク
ル
を

早
め
ま
し
ょ
う
。

③

　売
掛
金
の
回
収
管
理
の
徹
底
：

貸
し
倒
れ
の
発
生
や
入
金
遅
れ
は

キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
を
悪
化
さ
せ

ま
す
。
日
頃
か
ら
債
権
回
収
の
管

理
を
確
実
に
行
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。
期
日
ま
で
に
入
金
が
あ
る
か

口
座
を
こ
ま
め
に
確
認
し
ま
し
ょ

う
。

④

　買
掛
金
や
経
費
の
支
払
い
の
サ

イ
ク
ル
を
遅
ら
せ
る
：
キ
ャ
ッ

シ
ュ
フ
ロ
ー
の
改
善
は
「
回
収
は

前
払
い
、
支
払
は
後
払
い
」
が
理

想
で
す
。
経
費
の
支
払
い
は
ク
レ

ジ
ッ
ト
払
い
と
す
る
と
時
期
を
１

か
月
程
度
遅
ら
せ
る
こ
と
が
可
能

で
す
。

　
　
取
引
先
と
の
信
頼
関
係
も
重
要

で
す
が
支
払
サ
イ
ク
ル
は
交
渉
し

て
み
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

⑤

　在
庫
の
圧
縮
：
在
庫
は
企
業
の

キ
ャ
ッ
シ
ュ
が
一
時
的
に
形
を
変

え
て
い
る
状
態
で
あ
り
保
管
コ
ス

ト
や
管
理
コ
ス
ト
が
余
分
に
か
か

る
原
因
と
な
り
ま
す
。
在
庫
を
な

る
べ
く
減
ら
す
対
策
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

⑥

　固
定
資
産
の
売
却
：
不
要
な
固

定
資
産
は
売
却
し
キ
ャ
ッ
シ
ュ
に

変
え
る
こ
と
で
別
の
有
用
な
投
資

へ
回
す
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

５
　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
経
営
を

　
重
視
す
べ
き
企
業
の
特
徴

　
次
の
条
件
に
一
つ
で
も
あ
て
は
ま

る
企
業
は
特
に
早
急
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ

フ
ロ
ー
経
営
を
重
視
す
る
経
営
判
断

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
創
業
期
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業

◆
事
業
拡
大
中

◆
掛
け
で
の
売
上
比
率
が
高
い
企
業

◆
仕
入
れ
や
設
備
投
資
が
大
き
い
企

業
◆
複
数
事
業
を
展
開
し
て
い
る
企
業

　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
経
営
は
損
益

で
は
な
く
キ
ャ
ッ
シ
ュ
の
流
れ
に
着

目
す
る
経
営
で
す
。

　
利
益
の
み
を
追
求
す
る
の
で
は
な

く
企
業
が
実
際
に
使
え
る
「
キ
ャ
ッ

シ
ュ
」
へ
の
配
慮
を
見
直
し
、
経
営

を
安
定
さ
せ
る
基
盤
づ
く
り
と
し
て

キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
経
営
を
実
現
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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今
回
は
、
保
険
の
仕
組
み
と
保
険

料
、
保
険
金
の
税
務
処
理
等
の
基
礎

に
つ
い
て
見
て
い
き
ま
す
。

一

　生
命
保
険
の
仕
組
み

　
保
険
は
、
加
入
者
か
ら
保
険
料
を

集
め
、
万
が
一
の
こ
と
が
起
こ
っ
た

場
合
に
、
集
め
た
保
険
料
の
一
部
を

使
用
し
て
、
そ
の
損
失
を
補
填
し
て

も
ら
う
と
い
う
、
相
互
扶
助
と
い
う

仕
組
み
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

　
生
命
保
険
に
は
、
①
死
亡
や
高
度

障
害
に
な
っ
た
と
き
の
備
え
、
②
病

気
や
ケ
ガ
で
入
院
し
た
場
合
の
入
院
・

手
術
費
用
の
保
障
、
③
要
介
護
状
態

に
な
っ
た
場
合
の
備
え
、
④
ケ
ガ
や

病
気
な
ど
で
長
期
間
働
け
な
く
な
っ

た
と
き
の
収
入
減
少
の
保
障
、
⑤
貯

蓄
、
の
５
つ
の
役
割
が
あ
り
ま
す
。

様
々
な
種
類
の
保
険
商
品
が
販
売
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
基
本
的
に
は
被
保

険
者
が
死
亡
や
高
度
障
害
状
態
に
な

っ
た
場
合
に
保
険
金
が
受
け
取
れ
る

「
死
亡
保
険
」、
被
保
険
者
が
あ
る
一

定
期
間
生
存
し
て
い
た
場
合
に
保
険

金
が
受
け
取
れ
る
「
生
存
保
険
」、
保

険
期
間
中
に
死
亡
・
高
度
障
害
状
態

に
な
る
と
死
亡
・
高
度
障
害
保
険
金

が
、
満
期
ま
で
生
存
す
る
と
満
期
保

険
金
が
受
け
取
れ
る
「
生
死
混
合
保

険
」の
３
種
類
に
分
類
で
き
ま
す
。

二

　損
害
保
険
の
仕
組
み

　
損
害
保
険
は
、
自
動
車
事
故
や
火

災
な
ど
、
偶
然
の
リ
ス
ク
に
よ
っ
て

生
じ
た
損
害
を
カ
バ
ー
す
る
保
険
で

す
。

　
生
命
保
険
の
場
合
、
亡
く
な
っ
た

り
入
院
し
た
り
し
た
場
合
に
、
あ
ら

か
じ
め
契
約
で
決
め
ら
れ
た
金
額
が

支
払
わ
れ
ま
す
。
一
方
、
損
害
保
険

は
、
あ
ら
か
じ
め
決
め
ら
れ
た
金
額

で
は
な
く
、
事
故
が
発
生
し
た
と
き

の
実
損
額
を
支
払
う
「
実
損
払
方

式
」が
中
心
で
す
。

　
法
人
向
け
の
損
害
保
険
に
は
、

様
々
な
種
類
が
あ
り
ま
す
。
企
業
の

財
産
に
関
す
る
保
険
と
し
て
は
、
火

災
な
ど
の
事
故
に
よ
っ
て
、
会
社
の

オ
フ
ィ
ス
や
機
械
な
ど
に
被
害
を
受

け
た
場
合
や
商
品
が
盗
難
な
ど
に
あ

っ
た
場
合
に
、
被
害
を
補
償
す
る
も

の
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
損
害
賠
償
責

任
に
関
す
る
保
険
は
、
製
品
の
不
具

合
に
よ
っ
て
そ
の
製
品
を
使
用
し
た

人
が
ケ
ガ
を
す
る
な
ど
の
被
害
が
生

じ
た
場
合
に
対
応
す
る
保
険
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

　
そ
の
他
、
営
業
が
で
き
な
く
な
っ

た
時
の
損
害
を
補
償
す
る
保
険
や
、

従
業
員
の
ケ
ガ
に
対
す
る
補
償
を
す

る
保
険
、
不
測
か
つ
突
発
的
な
事
由

に
よ
っ
て
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
に
な
っ

た
場
合
の
損
害
を
補
償
す
る
保
険
な

ど
、
損
害
保
険
は
多
岐
に
わ
た
り
ま

す
。

三

　保
険
料
の
払
い
込
み
方
法

　
生
命
保
険
料
の
払
い
込
み
方
法

は
、
毎
月
払
い
込
む「
月
払
い
」、
半

年
ご
と
に
払
い
込
む
「
半
年
払
い
」、

毎
年
１
回
払
い
込
む「
年
払
い
」、
契

約
時
に
保
険
期
間
全
体
の
保
険
料
を

払
い
込
む
「
一
時
払
い
」
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
払
い
込
み
方
法
は
、
契
約

時
に
選
択
し
ま
す
が
、
契
約
の
途
中

で
変
更
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
年

払
い
や
半
年
払
い
の
払
い
込
み
方
法

を
選
択
し
た
場
合
、
解
約
な
ど
で
保

険
契
約
が
消
滅
し
た
り
、
保
険
料
の

払
い
込
み
が
免
除
さ
れ
た
り
す
る
と
、

未
経
過
の
保
険
料
相
当
額
が
返
還
さ

れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
平
成
22
年
４
月

以
降
の
契
約
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
ま

す
。
た
だ
し
、
月
払
い
や
一
時
払
い

な
ど
の
場
合
は
、
保
険
料
の
返
還
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
損
害
保
険
料
の
払
い
込
み
方
法

は
、
保
険
期
間
を
１
年
と
す
る
一
時

払
い
が
基
本
で
す
が
、
保
険
期
間
を

３
年
や
５
年
な
ど
と
す
る
長
期
契
約

や
、
保
険
料
を
１
月
ご
と
な
ど
に
分

割
し
て
払
い
込
む
分
割
払
い
も
あ
り

ま
す
。

四

　保
険
料
の
税
務
上
の
取
扱
い

⑴

　生
命
保
険

　
生
命
保
険
の
保
険
料
を
支
払
っ
た

場
合
の
法
人
税
法
上
の
取
り
扱
い

は
、
保
険
の
内
容
、
契
約
者
・
被
保

険
者
・
保
険
金
の
受
取
人
が
誰
か
、

保
険
料
の
払
い
込
み
方
法
な
ど
に
よ

っ
て
異
な
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
契
約
者
と
受
取
人
が
法

知っておきたい
保険と税の
基礎知識
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人
で
、
被
保
険
者
が
そ
の
法
人
の
役

員
や
従
業
員
と
す
る
定
期
保
険
の
場

合
、
そ
の
保
険
の
保
険
料
は
保
険
期

間
の
経
過
に
応
じ
て
損
金
算
入
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
も
し
、
こ
の
保

険
の
保
険
料
を
一
時
払
い
し
た
場
合

に
は
、
保
険
料
を
支
払
っ
た
日
の
属

す
る
事
業
年
度
の
保
険
期
間
に
対
応

す
る
保
険
料
を
損
金
算
入
し
、
残
額

は
前
払
保
険
料
と
し
て
資
産
に
計
上

し
ま
す
。
資
産
計
上
し
た
前
払
保
険

料
は
、
翌
事
業
年
度
以
降
に
そ
れ
ぞ

れ
の
保
険
期
間
に
対
応
す
る
金
額
を

取
り
崩
し
て
損
金
算
入
し
ま
す
。

⑵

　損
害
保
険

　
損
害
保
険
の
保
険
料
に
つ
い
て

も
、
保
険
の
内
容
や
契
約
者
・
保
険

金
受
取
人
な
ど
に
よ
っ
て
取
り
扱
い

が
異
な
り
ま
す
。
例
え
ば
傷
害
保
険

の
場
合
、
契
約
者
と
保
険
金
受
取
人

を
法
人
に
、
被
保
険
者
を
役
員
ま
た

は
従
業
員
と
し
た
場
合
に
は
、
支
払

っ
た
保
険
料
は
期
間
の
経
過
に
応
じ

て
損
金
算
入
さ
れ
ま
す
。

　
同
じ
傷
害
保
険
で
も
、
契
約
者
が

法
人
で
被
保
険
者
と
保
険
金
受
取
人

を
そ
の
法
人
の
役
員
ま
た
は
従
業
員

（
死
亡
保
険
金
の
場
合
は
そ
の
遺
族
）

と
し
た
場
合
に
は
、
支
払
っ
た
保
険

料
は
福
利
厚
生
費
と
し
て
支
払
っ
た

期
間
の
経
過
に
応
じ
て
損
金
算
入
さ

れ
ま
す
。
た
だ
し
、
役
員
ま
た
は
特

定
の
従
業
員
だ
け
を
被
保
険
者
と
し

て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
役
員
ま
た

は
特
定
の
従
業
員
に
対
す
る
給
与
に

な
り
ま
す
。

五

　短
期
前
払
費
用
保
険
料

　
一
定
の
契
約
に
基
づ
き
継
続
的
に

役
務
の
提
供
を
受
け
る
た
め
に
支
出

し
た
費
用
の
う
ち
、
事
業
年
度
終
了

の
と
き
に
ま
だ
提
供
を
受
け
て
い
な

い
役
務
に
対
応
す
る
も
の
を
、
前
払

費
用
と
い
い
ま
す
。

　
前
払
費
用
の
額
は
、
基
本
的
に
は

そ
の
事
業
年
度
に
損
金
算
入
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
法
人

が
支
払
っ
た
日
か
ら
１
年
以
内
に
提

供
を
受
け
る
役
務
に
つ
い
て
の
前
払

費
用
を
支
払
っ
た
場
合
に
は
、
支
払

っ
た
金
額
を
継
続
し
て
そ
の
支
払
っ

た
日
の
属
す
る
事
業
年
度
の
損
金
の

額
に
算
入
し
て
い
る
こ
と
を
条
件
に
、

損
金
算
入
が
認
め
ら
れ
ま
す
。
こ
れ

を
短
期
前
払
費
用
の
特
例
と
い
い
ま

す
。

　
こ
の
特
例
が
認
め
ら
れ
る
費
用
に

は
、
土
地
や
建
物
の
賃
料
や
シ
ス
テ

ム
の
リ
ー
ス
料
、
保
険
料
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
一
方
、
電
子
版
以
外
の
雑

誌
の
年
間
購
読
料
や
税
理
士
な
ど
の

顧
問
料
は
、
こ
の
特
例
を
適
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
こ
の
短
期
前
払
費
用
の
特

例
は
、「
支
払
日
」
か
ら
１
年
以
内

に
提
供
を
受
け
る
役
務
に
か
か
る
も

の
に
適
用
が
限
ら
れ
ま
す
の
で
、
注

意
が
必
要
で
す
。（
下
表
参
照
）

六

　保
険
金
の
税
務
上
の
取
扱
い

　
契
約
者
と
受
取
人
が
法
人
で
、
被

保
険
者
が
そ
の
法
人
の
役
員
や
従
業

員
と
す
る
傷
害
保
険
に
つ
い
て
の
保

険
金
や
配
当
金
を
受
け
取
っ
た
場

合
、
受
け
取
っ
た
金
額
は
益
金
に
算

入
さ
れ
ま
す
。
益
金
に
算
入
す
る
時

期
は
、
支
払
を
受
け
る
べ
き
こ
と
が

確
定
し
た
日
の
属
す
る
事
業
年
度
で

す
。

　
傷
害
保
険
で
、
契
約
者
が
法
人
で

被
保
険
者
と
保
険
金
受
取
人
を
そ
の

法
人
の
役
員
ま
た
は
従
業
員
（
死
亡

保
険
金
の
場
合
は
そ
の
遺
族
）
と
し

た
場
合
に
、
被
保
険
者
の
死
亡
に
よ

っ
て
遺
族
が
保
険
金
を
受
け
取
っ
た

と
き
は
、
受
け
取
っ
た
死
亡
保
険
金

は
み
な
し
相
続
財
産
と
な
り
、
相
続

税
の
課
税
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

短期前払保険料のケーススタディ
　（法人の火災保険料で、契約期間が5年のものについて）

支払方法 特例の適用 理由
月払いで月末に翌月分
を支払う ◯

毎年3月に1年分
（4月から翌年3月分）を
支払う

◯

毎年2月に1年分
（4月から翌年3月分）を
支払う

×
役務の提供期間（4月から翌
年3月）が支払時（2月）から
1年を超えるため

3月に、5年分を一括で
支払う × 役務の提供期間が1年を超え

るため
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副
業
・
兼
業
は
、
新
た
な
技
術
の

開
発
、
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

や
起
業
の
手
段
、
そ
し
て
第
２
の
人

生
の
準
備
と
し
て
有
効
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
今
回
は
、
令
和
４
年
７
月
に
改
定

さ
れ
た
「
副
業
・
兼
業
の
促
進
に
関

す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
厚
生
労
働
省
）

を
基
に
、
副
業
・
兼
業
に
関
す
る
企

業
と
労
働
者
の
対
応
、
そ
の
他
の
制

度
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

　 一

　導
入
に
あ
た
っ
て  

㈠
　
環
境
整
備

　
裁
判
例
で
は
、
労
働
者
が
労
働
時

間
以
外
の
時
間
を
ど
の
よ
う
に
利
用

す
る
か
は
、
基
本
的
に
は
労
働
者
の

自
由
で
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
裁
判

例
を
踏
ま
え
れ
ば
、
原
則
と
し
て
、

副
業
・
兼
業
を
認
め
る
方
向
で
検
討

す
る
こ
と
が
適
当
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
　
副
業
・
兼
業
の
導
入
は
、
法
令

等
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
副
業
・
兼
業
を
禁
止
し
て
い
る
企

業
や
一
律
許
可
制
に
し
て
い
る
企
業

は
、
ま
ず
は
、
原
則
副
業
・
兼
業
を

認
め
る
方
向
で
就
業
規
則
な
ど
の
見

直
し
を
行
い
、
労
働
者
が
副
業
・
兼

業
を
行
え
る
環
境
を
整
備
し
ま
し
ょ

う
。

㈡
　
企
業
対
応
の
概
要

　
就
業
規
則
な
ど
の
見
直
し
に
よ
り

副
業
・
兼
業
を
認
め
る
体
制
を
整
え

た
ら
、
次
は
「
労
働
時
間
の
通
算
管

理
」に
注
意
を
要
し
ま
す
。

　
労
働
者
が
雇
用
さ
れ
る
形
で
副

業
・
兼
業
を
行
う
場
合
は
、
原
則
と

し
て
、
自
社
と
副
業
・
兼
業
先
の
労

働
時
間
を
通
算
し
て
管
理
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
の
で
、
副
業
・
兼
業
開

始
前
に
、
労
働
者
か
ら
の
申
告
な
ど

に
よ
り
、
必
要
な
情
報
を
確
認
し
ま

す
。

　
ま
た
、
副
業
・
兼
業
を
進
め
る
上

で
は
、
長
時
間
労
働
に
な
り
労
働
者

の
健
康
が
阻
害
さ
れ
な
い
よ
う
、
過

重
労
働
を
防
止
す
る
こ
と
や
健
康
確

保
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
労
使
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
り
、
労
働
者
の
健
康
確
保
に
必
要

な
措
置
を
講
じ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

㈢
　
労
働
者
の
メ
リ
ッ
ト
と
注
意
点

①
　
メ
リ
ッ
ト

　
　
労
働
者
の
メ
リ
ッ
ト
の
例
と
し

て
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
考
え
ら

れ
ま
す
。

イ
　
離
職
せ
ず
と
も
別
の
仕
事
に

就
く
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
ス

キ
ル
や
経
験
を
得
る
こ
と
で
、

主
体
的
に
キ
ャ
リ
ア
形
成
が
で

き
ま
す
。

ロ
　
既
に
行
っ
て
い
る
仕
事
の
所

得
を
活
か
し
て
、
自
分
が
や
り

た
い
こ
と
に
挑
戦
で
き
、
自
己

実
現
を
追
求
で
き
ま
す
。

ハ
　
所
得
が
増
加
し
ま
す
。

②
　
注
意
点

イ
　
就
業
時
間
が
長
く
な
る
可
能

性
が
あ
る
た
め
、
自
身
に
よ
る

就
業
時
間
や
健
康
の
管
理
も
一

定
程
度
必
要
で
す
。

ロ
　
副
業
・
兼
業
に
よ
っ
て
既
に

行
っ
て
い
る
仕
事
に
支
障
が
生

じ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
、
既

に
行
っ
て
い
る
仕
事
と
副
業
・

兼
業
そ
れ
ぞ
れ
で
知
り
得
た
業

務
上
の
秘
密
情
報
を
漏
ら
さ
な

い
こ
と
な
ど
に
留
意
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　 二

　導
入
・
運
用  

㈠
　
就
業
規
則
等
の
整
備

①
　
就
業
規
則
等
見
直
し
の
ポ
イ
ン

ト
　
　
就
業
規
則
等
の
見
直
し
に
あ
た

っ
て
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
以
下
の
よ

う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

・
副
業
・
兼
業
を
原
則
認
め
る
こ

と
と
す
る
こ
と

・
労
務
提
供
上
の
支
障
が
あ
る
場

合
な
ど
、
裁
判
例
に
お
い
て
例

外
的
に
副
業
・
兼
業
を
禁
止
ま

た
は
制
限
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
さ
れ
て
い
る
場
合
を
必
要
に

応
じ
て
規
定
す
る
こ
と

・
副
業
・
兼
業
の
有
無
や
内
容
を

確
認
す
る
た
め
の
方
法
を
、
労

働
者
か
ら
の
届
出
に
基
づ
く
こ

と
と
す
る
こ
と

②
　
留
意
点

副
業
・
兼
業
の

促
進
に
関
す
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
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副
業
・
兼
業
に
関
し
て
は
、
次

の
よ
う
な
こ
と
に
留
意
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

・
労
働
者
の
心
身
の
健
康
の
確

保
、
ゆ
と
り
あ
る
生
活
の
実
現

の
観
点
か
ら
法
定
労
働
時
間
が

定
め
ら
れ
て
い
る
趣
旨
も
踏
ま

え
、
長
時
間
労
働
に
な
ら
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と

・
労
働
基
準
法
や
労
働
安
全
衛
生

法
に
よ
る
規
制
等
を
潜
脱
す
る

よ
う
な
形
態
等
で
行
わ
れ
る
副

業
・
兼
業
は
認
め
ら
れ
ず
、
就

労
の
実
態
に
応
じ
て
、
労
働
基

準
法
や
労
働
安
全
衛
生
法
等
に

お
け
る
使
用
者
責
任
が
問
わ
れ

る
こ
と

・
労
働
者
が
副
業
・
兼
業
に
係
る

相
談
・
自
己
申
告
等
を
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
が
重
要
で
あ

り
、
労
働
者
が
相
談
・
自
己
申

告
等
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
り
不

利
益
な
取
扱
い
は
で
き
な
い
こ

と

㈡
　
副
業
・
兼
業
の
内
容
確
認

　
使
用
者
は
、
当
然
に
労
働
者
の
副

業
・
兼
業
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い

た
め
、
労
働
者
か
ら
の
申
告
等
に
よ

り
、
副
業
・
兼
業
の
有
無
・
内
容
を

確
認
す
る
こ
と
が
多
い
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　
使
用
者
は
、
副
業
・
兼
業
が
労
働

者
の
安
全
や
健
康
に
支
障
を
も
た
ら

さ
な
い
か
、
禁
止
ま
た
は
制
限
し
て

い
る
も
の
に
該
当
し
な
い
か
な
ど
の

観
点
か
ら
、
副
業
・
兼
業
の
内
容
と

し
て
次
の
よ
う
な
事
項
を
確
認
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
で
す
。

①
　
基
本
的
な
確
認
事
項

・
副
業
・
兼
業
先
の
事
業
内
容

・
副
業
・
兼
業
先
で
労
働
者
が
従

事
す
る
業
務
内
容

・
労
働
時
間
通
算
の
対
象
と
な
る

か
否
か
の
確
認

②
　
労
働
時
間
通
算
の
対
象
と
な
る

場
合
に
確
認
す
る
事
項

・
副
業
・
兼
業
先
と
の
労
働
契
約

の
締
結
日
、
期
間

・
副
業
・
兼
業
先
で
の
所
定
労
働

日
、
所
定
労
働
時
間
、
始
業
・

終
業
時
刻

・
副
業
・
兼
業
先
で
の
所
定
外
労

働
の
有
無
、
見
込
み
時
間
数
、

最
大
時
間
数

・
副
業
・
兼
業
先
に
お
け
る
実
労

働
時
間
等
の
報
告
の
手
続

・
前
記
事
項
に
つ
い
て
確
認
を
行

う
頻
度

㈢
　
所
定
労
働
時
間
の
通
算

　
確
認
し
た
副
業
・
兼
業
の
内
容
に

基
づ
き
、
自
社
の
所
定
労
働
時
間
と

副
業
・
兼
業
先
の
所
定
労
働
時
間
を

通
算
し
、
時
間
外
労
働
と
な
る
部
分

が
あ
る
か
を
確
認
し
ま
す
。

　
所
定
労
働
時
間
を
通
算
し
た
結

果
、
自
社
の
労
働
時
間
制
度
に
お
け

る
法
定
労
働
時
間
を
超
え
る
部
分
が

あ
る
場
合
は
、
そ
の
超
え
た
部
分
が

時
間
外
労
働
と
な
り
、
時
間
的
に
後

か
ら
労
働
契
約
を
締
結
し
た
企
業
が

そ
の
企
業
の
36
協
定
で
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
っ
て
そ
の
時
間
外
労
働
を
行

わ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

㈣
　
所
定
外
労
働
時
間
の
通
算

　
副
業
・
兼
業
の
開
始
後
は
、
自
社

の
所
定
外
労
働
時
間
と
副
業
・
兼
業

先
に
お
け
る
所
定
外
労
働
時
間
と
を

当
該
所
定
外
労
働
が
行
わ
れ
る
順
に

通
算
し
ま
す
。

　
所
定
労
働
時
間
と
所
定
外
労
働
時

間
で
通
算
の
順
序
に
関
す
る
考
え
方

が
異
な
る
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

㈤
　
通
算
の
具
体
例
に
つ
い
て

　
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

公
開
さ
れ
て
い
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト「
副

業
・
兼
業
の
促
進
に
関
す
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
　
わ
か
り
や
す
い
解
説
」
や

「
副
業
・
兼
業
の
促
進
に
関
す
る
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
　
Q
＆
A
」
に
は
、
労

働
時
間
の
通
算
方
法
の
図
解
や
、
簡

便
な
労
働
時
間
管
理
の
方
法
、
社
内

で
使
用
す
る
様
式
例
な
ど
が
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
導
入
や
運
用
の
際
は
そ
れ
ら
も
参

照
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
と
よ
い
で

し
ょ
う
。

　

 

三

　関
連
す
る
制
度  

㈠
　
労
災
保
険

　
副
業
・
兼
業
を
す
る
事
業
所
で
労

働
者
と
し
て
雇
用
さ
れ
て
い
る
場
合

は
、
災
害
が
起
き
た
事
業
所
だ
け
で

は
な
く
す
べ
て
の
勤
務
先
の
賃
金
を

合
算
し
た
額
を
基
礎
と
し
て
補
償
額

を
決
定
し
ま
す
。

㈡
　
雇
用
保
険

　
雇
用
保
険
は
、
主
た
る
生
計
を
維

持
す
る
賃
金
を
受
け
る
事
業
所
に
お

い
て
の
み
加
入
し
ま
す
。

　
な
お
、
65
歳
以
上
の
者
に
つ
い
て

は
、
１
つ
の
雇
用
関
係
で
は
被
保
険

者
要
件
を
満
た
さ
な
い
場
合
で
あ
っ

て
も
、
２
つ
の
事
業
所
の
労
働
時
間

を
合
算
し
て
一
定
要
件
を
満
た
す
場

合
に
、
本
人
か
ら
の
申
出
に
よ
り
雇

用
保
険
を
適
用
す
る
制
度
（
雇
用
保

険
マ
ル
チ
ジ
ョ
ブ
ホ
ル
ダ
ー
制
度
）

が
あ
り
ま
す
。
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　ショールーミングをしたことがありますか。
ショールーミングとは、実店舗でほしい商
品を確認後、ネットで購入する消費行動の
ことです。新たな購入行動として実店舗の
あり方を大きく揺るがす性質を持っている
ため実店舗を運営する事業者にとっては仕
組みを理解することが必要です。
　具体例としては、大手家電量販店ヨドバ
シカメラでは店頭商品を使って自社サイト
へ呼び込みに繋げるなど積極的に販売経路
にショールーミングを取り入れています。
また、高島屋新宿店の「ミーツストア」は
約60のブランドのアイテムを取り揃えサ
ンプルだけの展示で在庫を持たないショー
ルーム型の店舗としてオープンしました。
　ショールーミングの背景は、ECサイト
の方が安く購入できる、あるいはポイント
等で優遇されることで“店舗で購入する必
要がない”と考える消費者心理です。ショー

ルーミングそのものを防ぐのではなく実店
舗へ足を運んでもらえる機会を前向きに考
え、「情報を提供する場所」として捉える
必要があります。
　実店舗の強みは、直接接客できる点にあ
ります。商品に関するアドバイスやコーディ
ネートといった個別化された情報はオンラ
インでは実現できない重要な価値を持って
います。WEBサイトから実店舗で使える
割引券を発行するなど顧客の来店を促す工
夫も必要です。顧客目線に立って、実店舗
（オフライン）とオンラインの垣根をとり
両者を融合させることは、顧客の利便性を
高め、いつでもどこでもどんな方法でも対
応することで顧客の有益な行動データを蓄
積し、リピーターを育成しやすくなるとい
う企業側にとっても大きなメリットとなり
ます。
　今後ますます一般化されていくショールー
ミングは自然な流れであり、実店舗に顧客
が足を運んでくれるチャンスを繋ぎ止める
取り組みが必要です。

「売らない店」 
ショールーミングとは

　在宅勤務が増えてウォーキングを始めた
人も多いのではないでしょうか。ウォーキ
ングは健康維持増進に繋がりますが筋力が
つくわけではありません。活動量の低下は
将来、サルコペニアの発症に影響する恐れ
があります。
　サルコペニアとは、高齢期に筋肉量減少
と筋力低下もしくは身体機能の低下のこと
で、立ち上がりや歩行など日常生活の基本
動作に影響が出ることです。そこで、意識
して筋肉を鍛える運動を生活の中に取り入
れ貯筋、すなわち筋肉量と筋力を貯めるこ
とが重要です。仕事の合間にできるのが椅
子スクワットです。
　椅子に浅く腰掛け足を肩幅に開き3秒か
け立ち上がりまた3秒かけて戻す、を数回
繰り返す。息が上がるぐらいの早歩きとの
んびり歩きを数分ずつ繰り返す。負荷が小
さすぎると貯筋にならず大きすぎると継続
が難しいため、少し頑張って将来への蓄え
を続けましょう。

貯筋のすすめ
　ビ
ジ
ネ
ス
シ
ー
ン
に
お
い
て
、
会

話
を
続
け
る
に
は
、
質
問
の
仕
方
が

重
要
で
す
。
質
問
の
仕
方
に
は
、「
オ

ー
プ
ン
質
問
」
と
「
ク
ロ
ー
ズ
ド
質

問
」
の
2
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　オ
ー
プ
ン
質
問
は
、
相
手
が
自
由

に
答
え
ら
れ
情
報
が
引
き
出
せ
会
話

も
広
が
り
や
す
い
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

一
方
、
会
話
が
逸
れ
て
打
ち
合
わ
せ

等
に
時
間
が
か
か
る
こ
と
や
回
答
者

の
心
理
的
負
担
も
あ
り
ま
す
。

　ク
ロ
ー
ズ
ド
質
問
は
、「
は
い
」

か
「
い
い
え
」
で
答
え
る
か
、
答
え

が
は
っ
き
り
し
て
い
る
質
問
で
素
早

い
回
答
が
得
ら
れ
、
初
対
面
や
緊
張

を
ほ
ぐ
す
に
は
有
効
で
す
が
、
会
話

を
繋
げ
に
く
く
尋
問
の
よ
う
な
印
象

を
与
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　実
際
の
ト
ー
ク
で
は
、
相
手
や
状

況
に
合
わ
せ
て
臨
機
応
変
に
こ
の
2

種
類
を
織
り
交
ぜ
る
こ
と
を
意
識
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

オ
ー
プ
ン
質
問
・
ク
ロ
ー
ズ
ド
質
問

発行


